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1984年5月当時の調査地
露頭の様子

昨年発掘後の調査地の露頭

今回発掘した化石層の体積
2m × 1m × 20m × 1/2 ＝約20㎥

1980年代、知多半島先端部では
大規模な農地造成事業が行な
われていた。
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メガセラドカス・

ギガス近縁種

カイコウオオソコエビ

Amphipoda（端脚目）
のメガセラドカス



ミズノテングス・

マキグチイマイ

シンカイコシオリエビの仲間。
師崎層群から報告された新属新種

瑞浪市化石博物館の
柄沢宏明博士、安藤祐介博士ら
により記載報告がなされた。



ナマハゲフクロウニ
世界ではじめてみつかったフクロウ
ニ科の化石



シワウデボソヒトデ
（ヒメノディスカス）

奇妙奇天烈な
深海生物

表層付近より落ちてくるプラン
クトンの死骸を長い手について
いる細い管足で捕食するという
珍しい生態をもつヒトデ



それまで深海生物の化石はどうして
ほとんどみつかっていなかったいのか？

１．深海は砂漠のようなところで、生物の絶対

数が極めて少ない。

２．世界的に見て深海の堆積物が地上に露出す

地域が極めて少ない。

３．貝殻化石などの化石として残りやすいもの

でも、超深海のような深い海の底では死ん

だ後、殻は溶けてなくなってしまう。



師崎層群の生物化石群集は世界で初めて深海魚の腹部に発光器が確認され
たことから、当時の漸深海帯に生息していたことが証明された世界で唯一
とみられる深海生物化石群集であり、加えてこれら群集はその大半が属、
種レベルで現在の漸深海帯の生物群集にほぼ対比できるものであることが
明らかとなった。

（師崎層群における最も重要な発見

それは発光器の保存された深海魚の発見）



この発見まで深海生物の多くはいつごろ、
どのように現れたと考えられてきたか？
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師崎層群の深海生物化石群集の
最大の特徴は魚類化石が豊富であること

（硬骨魚類だけで51種）

１．凝灰岩の厚い地層

２．大量の木炭片を含む。

どうして魚は化石になるの？ 
ふつう死んだ魚は海の底で見
つからない。なぜ？

1992切山



チタヤセサバ

ほとんどの魚化石は体全体が壊れる
ことなく化石として残されていた。
このような化石層をフォッシルラガ
シュテンテンと呼んでいる。



乱泥流（タービダイト）と生物のまきこまれ



日本を代表するフォッシル ラガシュテ
ッテンである“師崎層群の化石生物群”

フォッシルラガシュテッテンとは、直訳すると“化石鉱脈”と訳す
が、一般的には“例外的によく保存された化石群”という意味。本
来は化石として残らない体の軟体部や内臓、羽毛などが化石として
みつかる化石層をさす。

世界的なフォッシル ラガシュテッテンは始祖鳥化石がみつかっ
たことで有名なドイツのゾルンホーヘン石灰岩や奇妙奇天烈生物の
化石がみつかることで世に知られるカナダブティッシュコロンビア
のバージェッス頁岩などが挙げられる。

特に重要なことはバージェス頁岩の化石研究者として有名なブ
リッグス博士は師崎層群の化石群を日本のバージェス”であると述
べていることである。



エール大学教授
デレク・ブリッグス博士

師崎層群の深海生物化石群集がバージェス頁岩

の化石群集に比べられた理由

１．タービダイト層中からみつかる化石群集

２．発光器などの軟体部まで化石化した保存状態の良さ



キツネソコギス



ホウライエソ

ホウライエソ



ウキエソ キュウリエソ



ウミユリ

（ﾃﾘｵｸﾘﾇｽ・ｽﾌﾟﾘﾝｹﾞﾘ）

現在、この種はインド洋に生息してい
るが、西太平洋には生息していない



熱水噴出孔生物群集 湧水生物群集 鯨骨生物群集

化学合成生態系
化学合成細菌（イオウ酸化細菌、メタン酸化細菌など）の代謝物質が発生するエ
ネルギーを一次生産者とする生態系のこと

１．熱水噴出孔生物群集
２．湧水生物群集
３．鯨骨生物群集
４．沈木生物群集



シロウリガイ群集

シロウリガイ

シンカイナギナタ
シロウリガイ



化石鯨骨群集

チタニイシロウリガイ

師崎層群からは世界で2番目、
日本では初めての化石鯨骨群
集が見つかった



師崎層群の深海生物化石群集 ま と め
①深海生物化石を含む化石層の多くはタービダイト層で，発光器や軟体部の痕跡 なども残されている

ことから典型的な“化石鉱脈（フォッシルラガ シュテッテン）”である．

②師崎層群の生物化石群集からは，世界で初めて深海魚の腹部の発光器が確認されたことで，約

１800万年前(新生代第三紀前期中新世)にはすでに漸深海帯が存在したことが証明された．

③師崎層群の深海生物化石群集はその多くが現在の日本周縁部の漸深海帯に棲息する生物と同種，あ

るいは近縁種が占めることから，現在の日本周縁部の漸深海帯生物相とつながりを持つ深海生物化

石群集である．

④深海魚などの深海生物の多くは海底崖の重力崩壊や地震などに伴う海底地すべりよる混濁流（ター

ビダイト）で瞬時に生き埋めとなり化石化した．

⑤師崎層群から見つかる底層生物化石群集は冷水域のものが多く，中層～表層域のものは亜熱帯から

熱帯域に棲む生物が多い．

⑥師崎層群の化石群集には古生代，中生代から現在まで生き続けている“生きてい る化石生物”が多く

含まれている．

⑦ 師崎層群からは世界で2番目の報告例となる鯨骨群集（化学合成生物群集）が見つかっている．
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